
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
は
ど
う
使
わ
れ
た
？  

2

原
村
診
療
所
は
よ
り
充
実
し
た
体
制
に  

6

一
般
質
問  
8

諏
訪
南
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
が
稼
働  

⓮

議会だより
令和３年11月20日発行／ No.147

2021年
９月定例会

から

原村議会の情報は
ホームページからも
ご覧いただけます

「ふつうのひまわり」　原小学校３年　井村 一心さん



使われた？
　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
は
、
専
決
を
含
む
12
回
の
補
正
を
行
い
、

住
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
地
域
独
自
の
取
組
み
を
支
援
す

る
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
等
の
国
・
県
補
助
金
を
財
源
と
し
た
感
染

症
拡
大
防
止
対
策
と
緊
急
経
済
対
策
を
行
っ
た
。

　
結
果
、
歳
入
・
歳
出
と
も
に
過
去
最
高
額
の
決
算
額
と
な
り
、
住

民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
の
確
保
と
事
業
者
の
事
業
経
営
継
続

に
つ
な
が
っ
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
、
全

て
を
全
会
一
致
で
可
決
及
び
認
定
し
た
。
今
号
で
は
、
主
な
事
業
実

施
の
内
容
と
住
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

　
決
算
の
詳
細
は
、
広
報
は
ら
11
月
号
を
ご
覧
下
さ
い
。

特別定額給付金

■特別定額給付金
  ８億930万円

　令和２年４月27日現在村内に住所を有する方を対象に一人当
たり10万円を給付。給付に要した事務費は600万円。

■新生児臨時給付金
  450万円

　特別定額給付金の対象外で令和３年３月31日までに生まれた
子どもに一人当たり10万円を給付。

※�掲載額については万円以下の取り扱いに
より実際額と異なる場合があります。

歳入・歳出とも過去最大額
[歳入56億4,088万円／歳出52億3,763万円 ]

国や県からの大幅補助金は

令 和
２ 年 度
決 算

2



どう
感染症拡大防止対策

■公共施設安心安全確保対策
  561万円

　サーマルAI カメラ、アクリル板仕切り、非接触赤
外線体温計、次亜塩素酸水生成装置等の設置を行い、
利用者と公共施設の安全を確保した。

■避難所資器材等整備
  1,627万円

　避難所開設時の感染症対策のための受入体制を整
備。アルコールディスペンサー（15台）、ワンタッチ
パーテーション（200張）、ワンタッチテント（６張）、
マルチスペース（18張）、段ボールベッド（200セッ
ト）などを整備した。

■ 役場庁舎感染防止対策
  344万円

　接触機会を減らし、飛沫感染対策を取りながら会議
を継続して実施するため、役場講堂に赤外線会議シス
テムを整備した。

歳入
56億4,088万円

県補助金
　２億4,753万円

信州支えあいプラスワン
� 消費促進事業�など

国庫補助金
　12億6,374万円
　　特別定額給付金事業
　　地方創生臨時交付金事業�など

次亜塩素酸水生成装置
3



■ GIGA スクール構想の推進
   4,215万円
タブレット端末によるオンライン授業環境と家庭
での学び環境整備（小学校433台・中学校266台）

■観光宿泊施設応援給付金  1,335万円
旅行者が激減した宿泊施設の事業継続を収容人数に応じて支援
（収容人数19人以下15万円～ 60人以上40万円）

■修学旅行受入準備事業
  99万円
修学旅行の再開を見据え、都市部の小中学
校にペンション分泊の魅力を紹介するチ
ラシや体験学習ガイド等を送付（4,966校）

■ 感染症対策基準作成及び 
認証作業
  26万円
感染症対策基準を策定、基準を満たした
事業者を認定し、ステッカーを配布（70件）

竹内 美香さん

忍田 聡子さん

八柳 誠二さん

緊急経済対策

子どもが小学校に入学すると同時にいきなり自宅学習となって
しまいました。同学年のお母さんや教員経験をお持ちの方な
ど、様々な方とお話をさせてもらいながら想定外の状況を乗り
越えました。今後も新たな経済的負担がありそうで、それらが
負担できるかどうか、家庭ごとに差が出てくるのではないかと
心配しています。

大学生の子どもが二人県外に出
ていますが、子どもたちはコロ
ナ禍の変化に対応するのが大変
だったようです。大学の授業が
オンライン化、人と会うことが
なくなって不安を感じている
中、村からの贈り物は「自分た
ちのことを考えてくれて嬉し
かった」と言っていました。い
い場所に生まれ育ってよかった
と、改めて感じたみたいです。

■地域応援商品券
  第1弾（2,000円／人） 1,616万円
  第2弾（3,000円／人） 2,470万円
地域経済や家庭への支援

■医療機関等感染症予防対策奨励金
  345万円
医療機関、福祉施設等の感染拡大防止対策の取組み
を支援（16ケ所）

■県外学生応援事業    63万円
コロナ禍で帰省できない学生に
村内の特産品を送り
ふるさとを感じて
もらう支援
（116セット）

経営するペンションの売上は３割程度に
落ち込んでしまいました。村の支援は大
変助かり、コロナ対策も進められまし
た。修学旅行誘致も反響がありました。
これから周辺施設やイベントなどが活発
に動き出すようになれば、宿泊業も上向
くと思います。周辺の環境整備を行い、
お客様が安心して楽しめる地域となるよ
う取組みをお願いしたいです。
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■花いっぱい応援事業   133万円

■農業経営雇用維持給付金   660万円
農業経営を圧迫する雇用費の負担軽減の実施（64戸）

小林 慧さん

雨宮 勝義さん

Q
導
入
に
あ
た
っ
て
大
き
な
議
論
が
な
さ
れ
た
次

亜
塩
素
酸
水
生
成
装
置
は
有
効
で
あ
っ
た
か
。

A
庁
舎
で
使
用
し
て
い
る
も
の
は
、
す
べ
て
次
亜

塩
素
酸
水
生
成
装
置
で
生
成
し
た
も
の
。
高
濃

度
の
消
毒
液
が
大
量
に
必
要
と
な
り
、
大
変
役
立
っ
た
。

Q
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
や
緊
急
経

済
対
策
と
し
て
多
く
の
備
品
が
購
入
さ
れ
て
い

る
。
老
朽
化
に
伴
う
更
新
な
ど
将
来
の
財
政
負
担
を
心

配
し
て
い
る
が
ど
う
か
。

A
将
来
の
財
政
負
担
と
な
る
の
で
で
き
る
だ
け
増

や
し
た
く
な
い
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
必
要

な
も
の
。
更
新
時
期
に
必
要
性
を
検
討
し
、
必
要
な
更

新
を
行
う
。

Q
指
定
管
理
者
へ
の
事
業
再
開
支
援
金
及
び
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
継
続
支
援
金
の
効
果
は
。

A
支
援
金
が
な
け
れ
ば
、
指
定
管
理
者
の
経
営
は

苦
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。
事
業
継
続
に
お
い
て

赤
字
軽
減
の
た
め
に
は
効
果
は
あ
っ
た
。�

　

突
然
の
休
校
、
マ
ス
ク
の
着
用
、「
密
」
を

避
け
た
行
動
…
「
新
し
い
生
活
様
式
」
が
求
め

ら
れ
、
感
染
拡
大
防
止
が
日
常
と
な
る
中
、
令

和
2
年
度
は
各
事
業
が
行
な
わ
れ
た
。
住
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
取
組
み
、
子
ど
も
た
ち
の

学
び
の
確
保
、
事
業
継
続
の
た
め
の
経
済
対

策
、
議
会
か
ら
提
出
し
た
要
望
な
ど
迅
速
に
行

わ
れ
た
と
評
価
す
る
。

ギカイのシテン

か
ら

議
審

令和２年春の緊急事態宣言下では人の流れ
や流通が止まり、これからどうなってしま
うのかとパニック状態でしたが、国や村か
らの補助金で何とか乗り切ることができま
した。その後「おうち時間」で在宅生活に
庭の手入れや花を楽しむ需要が増え、市場
に商品が流れるようになりました。現在は
通常の計画で生産ができています。

感染症の影響で

応援と利用客が激減した宿泊施設や飲食店を華やか
にし、おもてなしをする取組み（7,676ポット）

打撃を受けた花き農家の

■公共施設事業再開・継続支援
  一般財団法人原村振興公社（文化園・美術館）1,000万円
  ㈱レパスト（樅の木荘）  　500万円
  ㈱レパスト（ふれあいセンターもみの湯）2,100万円
指定管理者の安定的な
施設運営のための緊急支援

■新しい生活様式対応支援補助金
  801万円

「新しい生活様式」に対応す
るための消毒液、非接触体温
計、パーテーション、空気清
浄機等の購入費用補助（97件）

居酒屋を経営していますが、夜のお客さんが
３割から４割減ってしまいました。警戒レベ
ル５になった時は時短要請を受け入れまし
た。協力金は助かりましたが書類整備や手続
きが大変だったので簡素化してもらえるとあ
りがたいです。今後コロナが落ち着いてもお
客さんは急には戻らないでしょう。これから
の方が厳しいと感じています。

■事業継続特別給付金   3,710万円
事業者の安定した事業継続及び雇用維持の対策を実施した
事業者に一律10万円給付（371件）

■村単持続化給付金   360万円
事業収入が前年比20%～ 50%未満の事業者に一律
20万円支給（18件）
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から議審

国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
施
設
勘
定
特
別
会
計

原
村
診
療
所
は

�
よ
り
充
実
し
た
体
制
に

感
染
症
診
察
室�

�

（
発
熱
外
来
）
を
設
置

　
一
般
患
者
と
発
熱
患
者
の
動
線
を
分
け
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検

出
検
査
「
診
療
・
検
査
医
療
機
関
」
の
指
定
を

受
け
、
感
染
症
診
察
室
の
整
備
を
行
っ
た
。
専

用
の
診
察
室
・
ト
イ
レ
等
を
整
え
る
こ
と
に
よ

り
、
安
心
し
て
受
診
で
き
る
体
制
が
で
き
た
。

医
師
2
人
体
制
で�

�

地
域
医
療
の
充
実

　
令
和
元
年
度
よ
り
、
医
師
2
人
体
制
に
な
り
、

一
人
ひ
と
り
の
診
察
時
間
に
余
裕
が
で
き
た
。

「
超
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
か
か
り
つ
け
医
」の

役
割
と
、
検
査
の
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ

と
で
、
診
療
判
断
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

�

ま
た
、
訪
問
診
療
と
往
診
も
再
開
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
よ
り
充
実
し
た
地
域
医
療
体
制
を

整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
収
入
１
億
３
，６
８
３
万
円
、
支
出
１
億
98

万
円
で
次
年
度
繰
越
金
は
３
，５
８
４
万
円
、

基
金
積
立
は
61
万
円
で
取
り
崩
し
は
な
か
っ

た
。
支
出
で
は
一
般
人
件
費
４
，９
３
４
万

円
、
事
業
一
般
経
費
２
，８
６
６
万
円
、
医
療

用
機
械
器
具
費
６
４
０
万
円
の
ほ
か
、
緊
急
経

済
対
策
（
コ
ロ
ナ
対
策
）
と
し
て
２
１
５
万
円

が
使
わ
れ
た
。

令
和
３
年
９
月
定
例
会
の
表
決
結
果
は
議
会
Ｈ
Ｐ

「
会
議
の
結
果
」
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

樅の木荘の管理について、議会では上記のような質疑応答がありました。
住民の皆さんはどのように思われますか、ご意見をお寄せください。

議会事務局　FAX 79-7951　E-mail gisen@vill.hara.lg.jp

皆さんの
意見を

募集します

樅の木荘の管理について

Q 2019年リニューアルオープンしたばかりの樅
の木荘で、毎年大幅な修繕や改修工事が行わ

れている原因と今後の管理体制は。

A 廊下改修工事は設計に含まなかったことによ
り追加工事が必要になった。特別室内シャ

ワー室桧壁修繕工事は、冬期の冷え込みで壁が盛り
上がった。レパスト、工事業者ともに責任を否定し
たため村で改修し、温度を上げる等の対応をしている。舗装補修工事は入口、駐車場の経
年劣化によるもの。

新たに設置された発熱外来診察室

次号で詳しく
取り上げます
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９月定例会

令
和
3
年
度�

一
般
会
計
補
正
予
算

区
・
自
治
会
に
も

�
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
を

■区及び自治会新型コロナウイルス感染症対策支援   608万円
区及び自治会活動を安心かつ継続的に実施するための支援
［対象期間］令和３年４月１日から令和４年１月31日
［支援対象］衛生環境確保のための消耗品・備品購入経費
　　　　　施設等の軽微な改修　防災資器材の整備　等
［補助金額］世帯数×1,000円＋20万円（上限）　　１回限りの支給
［申請期限］令和３年12月31日

■緊急経済対策事業（情報化推進）   350万円
会議用 PC、持ち出し用 PC、Webカメラ、65インチモニターの４種類
を３台ずつ購入し、３会議室に設置する。

■新型コロナウイルスワクチン接種体制確保   1,206万円
社会体育館での集団接種は、医師以外の役場職員、看護師で約30人。ワ
クチン充填業務は当初は村保健師が担当、現在は村国保診療所に委託。

■保育所リズム室エアコン設置   985万円
感染症対策で、換気ができるエアコンをリズム室に11台設置。

◆�

第
6
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
改
定
に
関
す
る
陳
情
書

・�

陳
情
者　

�

生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
長
野�

原
支
部　
支
部
委
員
長　
日
達
あ
け
み

・�

陳
情
事
項

　

�　
第
6
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
改
定
に
あ
た
り
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
割
合
を
高
め
、
主
力
電

力
化
の
実
現
に
向
け
た
実
施
体
制
と
地
方
へ
の
支
援

体
制
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
及
び
関

係
行
政
官
庁
宛
に
意
見
書
提
出
を

・�

陳
情
理
由

　

�　
長
野
県
で
は
、「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」
を
行
い
、

全
77
市
町
村
が
賛
同
、「
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素

排
出
量
実
質
ゼ
ロ
」
に
向
け
決
意
を
表
明
し
て
い

る
。
自
治
体
や
企
業
に
お
い
て
主
体
的
な
取
り
組
み

も
広
が
っ
て
い
る
。

・�

意
見
書
提
出

　

�　
陳
情
を
採
択
し
、
内
容
に
第
二
項
を
加
え
て
、
意

見
書
を
提
出
し
た
。

　
「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
意
見
書
」

　
一　

�

第
6
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
策
定
に
お
い

て
は
、
総
発
電
電
力
量
に
占
め
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
目
標
が
達
成
で
き
る
よ
う
、

実
現
に
向
け
た
地
方
自
治
体
の
役
割
と
支
援
体

制
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

　
二　

�
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
の
実
状
に
合
っ
た
、
安
心
安
全
で
持
続

可
能
な
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
。

安心安全で持続可能な電源とは

　東京電力福島第一原子力発電所事故から10年の節目を迎えたが、未だに廃炉と汚染水
処理の見通しが出来ない状況にあり、原子力発電に頼ることのない、安心安全で持続可
能な電源を主力電源に選択していくことも求められている。

【
陳
情
】

　冷暖房と換気の必要があるため、設置することには賛
成。ただし、11基設置する方法が最適かどうか、他の方法
も含めて検討することが必要では、という意見もあった。

ギカイ
の
シテン

7



中
村 

浩
平
議
員

１
．課
税
状
況
調
べ
の
結
果
を
政
策
に
反
映
さ
せ
て
い
る
か

２
．役
場
玄
関
直
前
の
バ
ス
停
留
場
（
２
ヶ
所
）
は
非
常
に

危
険
。
移
設
す
べ
き

３
．目
に
見
え
て
水
環
境
の
異
常
を
感
じ
る
が

森
山 

岩
光
議
員

１
．テ
ン
サ
イ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
対
策

２
．農
業
生
産
組
織
の
維
持
管
理

３
．中
山
間
地
事
業
の
管
理

４
．教
育
施
設
の
維
持
管
理

半
田 

　
裕
議
員

１
．新
設
さ
れ
た
情
報
防
災
係
に
よ
る
効
果
的
な
情
報�

発
信
を

２
．学
童
保
育
の
拡
充
を

３
．子
ど
も
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
向
け
て

百
瀨 

嘉
德
議
員

１
．畑
地
灌
漑
施
設
の
修
理

２
．野
菜
生
産
者
の
収
入
保
険
制
度
と
農
作
物
価
格
安
定
対

策
事
業

佐
宗 

利
江
議
員

１
．八
ヶ
岳
自
然
文
化
園

２
．村
の
財
務
状
況

松
下 

浩
史
議
員

１
．防
災
体
制

２
．森
林
整
備

３
．今
後
の
コ
ロ
ナ
と
の
向
き
合
い
方

平
出 

敏
廣
議
員

１
．原
村
保
育
園
の
現
状
は

２
．産
休
明
け
か
ら
の
未
満
児
保
育
園
（
産
休
終
了
時
生
後

57
日
目
か
ら
）

３
．村
の
人
口
増
加
へ
具
対
策
は

宮
坂 

早
苗
議
員

１
．今
後
の
農
業
・
農
業
者
支
援

２
．省
エ
ネ
の
取
組
み
に
補
助
制
度
を

宮
坂 

紀
博
議
員

１
．土
砂
災
害

２
．八
ヶ
岳
自
然
文
化
園

３
．子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

４
．住
環
境

・
一
般
質
問
は
事
前
に
質
問
内
容
を
通
告
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

・
質
問
時
間
は
１
人
に
つ
き
質
問
答
弁
を
含
め
60
分
以
内
で
完
了
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
問
一
答
方
式
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
１
項
目
に
つ
き
２
回
ま
で
再
質
問
が
で
き
ま
す
。

一
般
質
問
全
文
の
閲
覧
お
よ
び
検
索
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
行
え
ま
す
。

９月
定例会

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
村
政
全
般
に
わ
た
り
、
執
行
機
関
で
あ
る

村
に
対
し
て
、
事
務
の
執
行
状
況
及
び
将
来
へ
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て

疑
問
点
を
た
だ
し
、
報
告
、
説
明
を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
９
月
定
例
会
で
は
９
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
村
政
課
題
へ
の
提
言
や

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
主
な
内
容
（
質
問
と
回
答
の
要

旨
）
を
掲
載
し
ま
す
。

一
般
質
問

8



一 般 質 問

問　
子
供
の
頃
、
当
た
り

前
に
見
か
け
た
ゲ
ン
ゴ
ロ

ウ
、
ガ
ム
シ
、
ミ
ズ
カ
マ

キ
リ
、
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
、

シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ
、
ド

ジ
ョ
ウ
、
タ
ニ
シ
な
ど
の

水
生
生
物
を
見
か
け
な
く

な
っ
た
。
何
か
異
常
を
感

じ
る
。
水
環
境
の
異
常
を

感
じ
取
れ
な
い
か
。

建
設
水
道
課
長　
過
去
か

ら
河
川
の
水
質
検
査
を
し

て
い
る
が
、
悪
化
し
て
る

デ
ー
タ
は
見
ら
れ
な
い
。

問　
村
内
の
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
数
と
法
定
検

査
の
状
況
は
。

建
設
水
道
課
長　
設
置
数

は
１
１
９
９
基
。
検
査
の

受
検
率
は
78
・
５
％
。

問　
浅
い
部
分
の
地
下
水

汚
染
が
進
行
し
て
い
な
い

か
懸
念
さ
れ
る
。
今
後
は

環
境
保
全
条
例
に
基
づ
き

問　
役
場
の
玄
関
直
前
に

あ
る
2
か
所
の
バ
ス
停
は

非
常
に
危
険
で
あ
る
。
過

去
に
村
内
の
バ
ス
停
で
は

小
学
生
が
通
学
バ
ス
に
ひ

か
れ
る
死
亡
事
故
が
発
生

し
て
お
り
、
こ
の
事
件
は

私
の
記
憶
か
ら
消
え
る
こ

と
は
な
い
。
ど
れ
だ
け
ご

家
族
の
方
は
悲
し
い
思
い

を
さ
れ
た
こ
と
か
。 

　
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
起
き
な
い
よ
う
、
安

全
な
場
所
に
移
設
す
べ
き

で
あ
る
。

総
務
課
長　
移
設
が
可
能

で
あ
る
か
、
安
全
性
も
含

め
検
討
す
る
。

水環境

安　全

■問
水
環
境
の
異
常
を
感
じ
る
が

■答
河
川
水
質
検
査
は
し
て
い
る

■問役場玄関前のバス停は危険
■答移設も含め検討する

中村 浩平 議員

地
下
水
に
つ
い
て
も
常
時

監
視
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

建
設
水
道
課
長　
合
併
処

理
浄
化
槽
の
使
用
区
域
の

水
質
調
査
も
、
今
後
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問　
国
・
県
で
行
っ
て
い

る
テ
ン
サ
イ
シ
ス
ト
セ
ン

チ
ュ
ウ
緊
急
防
除
対
策
が

令
和
３
年
度
で
終
わ
る
。

昨
年
は
防
除
後
の
再
発
率

が
30
％
位
で
あ
り
、
い
ま

だ
撲
滅
に
至
っ
て
い
な
い
。

国
・
県
の
対
策
と
並
行
し

て
、
村
独
自
の
施
策
に
よ

り
強
力
に
防
除
推
進
す
べ

き
で
は
。

村
長　
非
常
に
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
事
案
と
考
え
る
。

７
月
に
私
と
Ｊ
Ａ
小
松
組

合
長
の
連
盟
に
よ
る
要
望

書
を
小
池
県
議
に
も
同
席

頂
き
県
に
提
出
、
緊
急
防

除
の
再
延
長
を
国
に
強
く

要
望
し
た
。
ま
た
国
の
動

き
が
見
え
な
い
中
で
、
村

独
自
の
施
策
は
現
時
点
で

検
討
し
て
い
な
い
。

問　
土
の
移
動
な
ど
、
基

本
的
な
防
止
策
の
周
知
徹

底
と
、
新
た
な
防
除
・
営

農
体
系
を
確
立
し
、
安
定

問　
水
田
転
作
品
目
で
村

は
そ
ば
栽
培
を
奨
励
し
、

農
家
所
得
補
償
と
農
地
保

全
（
遊
休
農
地
化
防
止
）

の
維
持
に
繋
げ
て
来
て
い

る
が
、
村
で
無
償
貸
し
付

け
の
コ
ン
バ
イ
ン
が
経
年

劣
化
で
故
障
な
ど
多
発
、

そ
ば
管
理
組
合
活
動
に
支

障
を
招
い
て
い
る
。
管
理

組
合
の
機
能
充
実
を
図
り
、

一
層
の
農
業
振
興
を
推
進

す
べ
き
だ
。

農
林
課
長　
国
・
県
の
補

助
事
業
を
活
用
し
、
令
和

４
年
度
に
そ
ば
コ
ン
バ
イ

ン
購
入
の
方
向
で
検
討
し

進
め
て
い
ま
す
。

農　業

農　業

■問
防
除
・
営
農
体
系
の
確
立
を

■答
作
付
け
方
法
な
ど
試
験
段
階

■問コンバイン更新の検討は
■答令和４年度に購入予定

し
た
農
業
活
動
の
早
期
実

現
を
。

農
林
課
長　
新
た
な
圃
場

へ
の
感
染
阻
止
に
向
け
、

土
の
移
動
な
ど
注
意
喚
起

し
徹
底
し
て
い
く
。

森山 岩光 議員

9



一 般 質 問

農　業

問　
各
課
で
情
報
発
信
の

仕
方
や
内
容
、
掲
載
期
間

が
異
な
る
た
め
必
要
な
情

報
が
伝
わ
り
に
く
い
。
特

に
村
が
今
決
め
て
い
る
も

の
、
課
題
と
な
っ
て
い
る

も
の
は
住
民
に
伝
え
て
い

く
た
め
に
も
各
種
審
議
会

の
内
容
を
公
開
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

総
務
課
長　
情
報
発
信
の

内
容
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

中
で
検
討
し
て
い
く
。
審

議
会
の
報
告
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
全
審

議
会
に
つ
い
て
報
告
の

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
議
事
録

等
を
掲
載
す
る
よ
う
各
課

に
周
知
を
し
て
い
く
。

問　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

情
報
を
取
り
に
く
る
人
に

し
か
伝
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
使
っ
た
発
信
を
し
て

は
。

総
務
課
長　
村
の
公
式
Ｌ

問　
新
た
に
開
設
す
る
場

所
の
想
定
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

や
他
の
子
ど
も
子
育
て
支

援
と
連
携
も
可
能
な
、
民

間
の
活
用
を
検
討
し
て
は
。

教
育
長　
新
築
は
財
政
的

に
も
厳
し
い
た
め
、
学
童

ク
ラ
ブ
の
利
用
に
資
す
る

既
存
の
施
設
を
探
す
。

　

民
間
の
活
用
は
委
託
先

と
し
て
考
え
ら
れ
る
住
民

組
織
で
は
持
続
可
能
性
の

課
題
が
あ
り
、
法
人
や
企

業
は
そ
の
よ
う
な
団
体
が

あ
る
の
か
を
現
時
点
で
把

握
し
て
い
な
い
た
め
民
間
の

活
用
は
困
難
だ
と
考
え
る
。

情　報

子育て

■問
情
報
発
信
の
ル
ー
ル
化
を

■答
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る

■問学童クラブ拡充が必要では
■答令和５年開設に向け検討

半田 裕 議員

Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
緊
急
情
報
発
信

の
た
め
に
作
っ
た
も
の
。

情
報
発
信
を
増
や
す
こ
と

で
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
し
ま

う
事
は
避
け
た
い
。
今
後

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
緊
急
情
報
以

外
の
情
報
も
受
け
た
い
か

な
ど
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
。

問　
弓
振
畑
か
ん
に
大
き

な
故
障
個
所
が
出
て
き
て

い
る
。
何
か
良
い
修
理
方

法
や
、
補
助
事
業
等
は
あ

る
か
。

農
林
課
長　
管
路
の
水
圧

が
非
常
に
高
く
、
そ
の
負

荷
と
老
朽
化
で
管
路
の
破

裂
が
続
い
て
い
る
と
、
地

元
か
ら
報
告
を
受
け
て
い

る
。
県
に
も
見
て
い
た
だ

き
地
元
を
含
め
て
補
助
事

業
が
該
当
す
る
か
協
議
し

て
い
る
。

問　
地
元
で
は
大
規
模
修

理
の
た
め
資
金
繰
り
に
苦

慮
し
て
い
る
。
何
か
負
担

を
軽
減
で
き
る
方
法
は
。

農
林
課
長　
補
助
事
業
を

受
け
た
場
合
に
は
、
補
助

金
を
除
い
た
残
額
に
つ
い

て
、
畑
か
ん
は
地
元
負
担

率
60
％
で
あ
る
。
他
の
水

路
事
業
よ
り
高
率
に
な
っ

て
い
る
の
で
検
討
も
必
要
。

　
ま
た
、
舗
装
道
路
の
下

問　
収
入
保
険（
農
業
共

済
）と
Ｊ
Ａ
の
農
作
物
価

格
安
定
対
策
事
業
が
同
時

加
入
で
き
な
い
理
由
は
。

　
ま
た
、
今
後
収
入
保
険

加
入
者
の
増
加
で
不
公
平

が
生
じ
な
い
か
。
保
険
加

入
へ
の
補
助
は
。

農
林
課
長　
両
事
業
に
は

国
費
が
入
っ
て
い
て
、
二

重
助
成
に
な
る
た
め
同
時

加
入
で
き
な
い
。
ど
ち
ら

か
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
。

収
入
保
険
加
入
者
に
変
更

し
て
も
不
公
平
が
生
じ
な

い
よ
う
に
し
た
い
。

　
加
入
補
助
は
両
事
業
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
た
い
。

農　業

■問
畑
地
灌
漑
施
設
の
修
理
は

■答
県
と
協
議
し
て
い
る

■問同時加入できない理由は
■答国費の二重助成になる

百瀨 嘉德 議員

に
入
っ
て
い
る
管
路
の
修

理
に
は
、
舗
装
復
旧
工
事

に
莫
大
な
費
用
が
掛
か
る

為
、
軽
減
す
る
方
法
と
し

て
、
農
道
法
面
や
水
路
敷

の
利
用
、
鋳
鉄
管
で
の
地

上
配
管
等
も
検
討
中
で
す
。
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一 般 質 問

問　
建
設
後
31
年
経
過
し

施
設
の
老
朽
化
が
進
む
。

2
0
2
5
年
に
は
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
３
億
円
、

2
0
3
0
年
に
は
大
規
模

改
修
の
予
定
だ
が
。

商
工
観
光
課
長　
現
状
で

は
予
定
通
り
。

問　
観
光
施
設
と
し
て
は

中
途
半
端
と
感
じ
る
が
。

村
長　
地
文
化
と
観
光
と

い
う
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

を
担
う
。
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
の
拠
点
化
と
し
た
い
。

問　
公
民
館
や
避
難
所
と

し
て
の
利
用
、
利
用
料
減

免
要
望
が
あ
る
。
住
民
に

特
化
し
た
サ
ー
ビ
ス
展
開

で
利
用
率
の
向
上
、
利
用

者
の
多
様
性
を
求
め
て
は
。

商
工
観
光
課
長　
難
し
い
。

問　
ア
ウ
ト
ド
ア
エ
リ
ア

問　
こ
こ
2
年
、
村
の
独

自
予
算
は
大
幅
な
削
減
が

行
わ
れ
た
。
住
民
へ
の
影

響
は
。

住
民
財
務
課
長　
大
型
の

施
設
更
新
が
重
な
り
基
金

の
繰
入
、
財
源
確
保
が
必

要
だ
っ
た
。
単
に
予
算
削

減
を
目
的
に
支
援
事
業
の

削
減
を
行
っ
た
ケ
ー
ス
は

な
い
。

問　
今
後
は
。

住
民
財
務
課
長　
来
年
度

以
降
、
大
型
施
設
更
新
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。
削
減

の
判
断
は
ま
だ
。

観　光

財　政

■問
文
化
園
の
今
後
は

■答
議
論
を
見
守
る

■問削減が続く財務状況は
■答収支のバランスは良い

佐宗 利江 議員

へ
導
線
の
良
い
ま
る
や
ち

湖
側
第
3
駐
車
場
を
整
備

し
、
公
園
と
し
て
の
機
能

を
強
化
し
て
は
。

商
工
観
光
課
長　
環
境
を

整
え
使
い
易
い
施
設
と
し

た
い
。

問　
道
路
に
は
み
出
し
た

支
障
木
や
い
つ
倒
れ
て
も

お
か
し
く
な
い
樹
木
の
伐

採
を
避
難
経
路
、
避
難
所

周
辺
だ
け
で
も
防
災
の
観

点
か
ら
整
備
し
て
も
良
い

の
で
は
。

　
ま
た
、
中
央
高
原
地
区

な
ど
は
観
光
客
も
多
く
訪

れ
る
場
所
だ
が
台
風
で
倒

れ
た
ま
ま
の
木
が
目
立
ち
、

美
し
く
な
い
。
景
観
の
観

点
か
ら
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
線

か
ら
阿
弥
陀
岳
が
見
え
る

よ
う
に
す
る
等
、
森
林
づ

く
り
県
民
税
を
活
用
で
き

な
い
の
か
。

建
設
水
道
課
長　
所
有
者

の
同
意
を
得
る
こ
と
が
必

要
で
、
こ
れ
が
難
し
く
、

時
間
が
か
か
る
。
所
有
者

が
確
定
し
な
い
と
森
林
税

な
ど
も
使
う
こ
と
は
で
き

な
い
。
所
有
者
の
確
定
と

意
向
調
査
を
進
め
る
。

　

森
林
づ
く
り
県
民
税

（
観
光
地
景
観
整
備
事
業
）

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
営
業

や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
あ

た
っ
て
は
、
未
だ
「
こ
ん

な
時
期
に
…
」
な
ど
心
な

い
声
が
あ
る
。
警
戒
レ
ベ

ル
に
合
わ
せ
た
行
動
指
針

や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
し
っ

か
り
示
し
、
住
民
で
共
有

す
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

村
長　
指
針
を
示
せ
れ
ば

い
い
の
だ
が
、
状
況
が
動

い
て
い
る
中
で
判
断
を
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
。

住
民
の
皆
さ
ん
に
今
の
状

況
を
的
確
に
伝
え
て
理
解

を
し
て
い
た
だ
く
努
力
を

更
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

環　境

コロナ

■問
森
林
づ
く
り
県
民
税
活
用
を

■答
所
有
者
確
定
と
意
向
を
調
査

■問正しい理解の共有が必要
■答発信の仕方を工夫する

松下 浩史 議員

の
活
用
は
県
内
で
も
要
望

が
多
く
、
単
な
る
景
観
整

備
は
対
象
に
な
り
に
く
い
。

　

現
在
、
活
用
の
方
法
と

し
て
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
兼
ね
た
森
林
整
備
や

観
光
施
設
の
一
部
と
し
て
の

整
備
が
主
に
な
っ
て
い
る
。
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一 般 質 問

宮坂 早苗 議員 省エネ

問　
保
育
園
の
園
児
数
と

待
機
児
童
や
一
時
保
育
へ

の
対
応
と
、
全
国
的
に
保

育
士
の
不
足
に
つ
い
て
問

題
に
な
っ
て
い
る
が
、
村

保
育
園
の
現
状
は
。

教
育
長　
現
在
の
園
児
数

は
定
員
２
４
０
名
の
う
ち

２
０
４
名
。
保
育
園
の
待

機
児
童
は
い
る
と
の
状
況

把
握
は
し
て
い
る
。

　
一
時
保
育
事
業
は
、
保

護
者
が
利
用
日
を
前
月
中

旬
に
予
約
表
に
記
入
し
予

約
成
立
と
な
る
の
で
希
望

す
る
日
が
重
な
り
利
用
出

来
な
い
日
も
あ
る
が
、
個

別
相
談
で
の
対
応
も
あ
る
。

子
ど
も
課
長　
保
育
士
は

不
足
し
て
お
り
、
募
集
は

し
て
い
る
が
難
し
い
状
況
。

問　
「
乳
幼
児
保
育
園
を

原
村
に
つ
く
り
た
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
新
聞
報
道

が
あ
っ
た
が
村
の
考
え
は
。

問　
出
生
率
を
高
め
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
る
。

若
者
や
転
入
者
を
定
住
に

つ
な
げ
て
い
く
具
体
策
は
。

村
長　
出
生
か
ら
保
育
園
、

小
・
中
学
校
へ
の
子
育
て

の
フ
ォ
ロ
ー
の
充
実
と
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
で
出

生
数
が
増
え
る
と
考
え
る
。

　
移
住
者
の
中
で
も
、
近

年
比
較
的
若
い
世
代
と
子

育
て
世
代
が
増
加
し
て
い

る
の
で
、
移
住
促
進
は
継

続
し
て
行
い
な
が
ら
も
、

原
村
で
生
ま
れ
た
人
に
も

戻
っ
て
来
た
く
な
る
住
環

境
の
整
備
で
促
進
を
図
る
。

保　育

人口対策

■問
原
村
保
育
園
の
更
新
は

■答
令
和
20
年
頃
建
て
替
え
予
定

■問村の人口増加具体策は
■答子育て支援と移住定住促進

平出 敏廣 議員

村
長　
地
域
の
皆
さ
ん
の

現
状
把
握
、
意
欲
に
対
し

非
常
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、

様
々
な
保
育
ニ
ー
ズ
か
ら

子
育
て
支
援
の
向
上
を
お

考
え
の
皆
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
捉
え
て
い
る
。

問　
農
林
水
産
業
の
脱
炭

素
化
、
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
な
ど
、
農
業

分
野
も
行
動
す
る
段
階
に

き
て
い
る
。
様
々
な
農
業

技
術
も
、
実
現
可
能
な
段

階
。
必
要
な
支
援
を
把
握

し
、
準
備
を
進
め
る
こ
と

が
大
事
。
担
い
手
と
協
議

の
場
を
設
け
て
は
。

村
長　
国
で
は
、
食
料
と

農
林
水
産
業
の
脱
炭
素
化
、

化
学
肥
料
の
低
減
等
の
環

境
負
荷
軽
減
を
図
り
、
持

続
可
能
な
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
を
新
た
に
策
定
し
て

動
き
出
し
た
。
国
県
と
一

体
と
な
っ
て
こ
の
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
次
代

を
担
う
若
者
の
意
見
も
取

り
入
れ
て
、
と
い
う
提
言
。

ご
意
見
と
し
て
承
る
。

問　
収
入
保
険
加
入
者
は
、

法
人
7
件
、
個
人
43
件
。

6
市
町
村
で
は
、
一
番
多

い
。
多
様
な
経
営
体
支
援

問　
公
共
施
設
の
屋
根
の

活
用
、
住
民
の
省
エ
ネ
生

活
の
実
現
に
向
け
た
補
助

制
度
を
考
え
て
は
。

副
村
長　
役
場
庁
舎
は
一

度
調
査
を
し
て
い
る
。
今

回
、
調
査
に
つ
い
て
、
国

の
補
助
が
始
ま
る
。
適
合

で
き
る
よ
う
な
ら
予
算
計

上
し
て
い
き
た
い
。

建
設
水
道
課
長　

ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
に
向
け
て
、
省

エ
ネ
は
効
果
の
あ
る
政
策
。

県
の
助
成
金
、
補
助
金
へ

の
上
乗
せ
又
は
村
独
自
の

補
助
金
制
度
を
創
設
す
る

べ
き
か
と
考
え
る
。

農　業

■問
次
世
代
の
担
い
手
と
協
議
を

■答
意
見
と
し
て
承
る

■問省エネ生活の実現を
■答補助金制度を創設する

の
た
め
の
補
助
検
討
を
。

農
林
課
長　
野
菜
価
格
安

定
制
度
は
、
Ｊ
Ａ
以
外
へ

の
出
荷
者
は
対
象
外
。
制

度
へ
の
村
費
支
出
に
不
公

平
感
が
あ
る
の
が
現
状
。

他
補
助
は
今
後
検
討
す
る
。
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一 般 質 問

問　
村
内
の
被
害
は
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
以
外
で

起
き
た
が
、
土
地
の
利
用

制
限
等
を
検
討
し
て
い
る
か
。

建
設
水
道
課
長　
土
砂
災

害
防
止
法
以
外
で
は
、
河

川
保
全
区
域
、
砂
防
指
定

地
の
利
用
制
限
が
あ
る
。

法
を
超
え
る
規
制
は
、
私

権
の
侵
害
、
住
民
理
解
の

問
題
が
あ
り
、
難
し
い
。

県
と
の
土
砂
災
害
危
険
個

所
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

危
険
個
所
の
共
通
認
識
を

す
る
必
要
が
あ
る
。

問　

非
水
洗
の
建
物
が

5
3
0
戸
以
上
あ
る
計
算
。

下
水
整
備
が
な
く
買
い
手

の
つ
か
な
い
土
地
も
あ
る
。

諏
訪
の
浸
水
は
、
上
流
域

の
下
水
処
理
の
未
整
備
が

原
因
で
は
な
い
か
。
今
後

の
整
備
拡
大
の
方
針
は
。

建
設
水
道
課
長　
管
路
の

下
流
能
力
等
で
、
区
域
の

問　
日
本
で
は
こ
こ
で
し

か
開
か
れ
な
い
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
が
、
継
続
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
残
念
だ
。

多
く
の
人
に
利
用
し
て
も

ら
い
た
い
の
な
ら
ば
、
諏

訪
圏
域
の
文
化
団
体
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
や
、
住
民
の

利
用
料
割
引
や
減
免
を
検

討
す
る
べ
き
。
文
化
施
設

で
は
利
用
客
が
見
込
め
ず

儲
か
ら
な
い
か
ら
、
観
光

施
設
に
す
る
の
か
。

村
長　
施
設
の
基
準
に
基

づ
き
運
営
し
て
い
る
。
不

具
合
は
指
摘
し
て
頂
き
た

い
。

災害対策

文化園

■問
土
地
の
利
用
制
限
は

■答
村
独
自
で
は
難
し
い

■問策定業務のあり方は
■答運営状況の報告だった

宮坂 紀博 議員

拡
大
は
止
め
て
い
る
。

村
長　
独
自
の
処
理
場
、

農
集
排
整
備
に
は
、
多
額

の
費
用
が
掛
か
る
。
新
規

整
備
に
伴
う
下
水
道
の
負

担
割
合
の
見
直
し
等
、
現

状
を
理
解
し
て
頂
き
た
い
。

村はどう動いた？
一般質問や議会提案などで、「村がどう動いたか」をお伝えしていきます

避難所備蓄に段ボール
ベッドを導入。被災地
の支援にも役だった。

段ボールベッド
の導入を

その後

原村自主防災組織防災
活動支援補助金の中
に、防災士資格取得補
助が追加された。防災

防災リーダー
の育成を

その後

多くの住民が使用する
公共施設の自動水栓化
が行なわれ、感染症予
防につながる。

公共施設の
自動水栓化を

その後

ワイン特区
の認定を

その後

「八ヶ岳山
麓原村ワイ
ン特区」の
計画が認定
された。新
たな産地づ
くり、６次産業化や遊
休農地の解消など、美
しい景観の形成が期待
される。

リーダー
の人材育
成につな
がる。　
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平
成
27
年
に
原
村
・
茅
野
市
・
富
士
見
町
の
３
市
町
村
の
ご
み
処
理
を
一
元
化
す
る
体
制

整
備
が
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
10
月
に
回
収
品
目
を
9
種
類
19
品
目
に
統
一
し
、
効
率
よ
く
リ

サ
イ
ク
ル
化
で
き
る
中
間
処
理
施
設
、
諏
訪
南
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯

　
こ
れ
ま
で
原
村
に
お
け
る
ご
み
処
理
は
諏
訪
南
行

政
事
務
組
合
と
南
諏
衛
生
施
設
組
合
の
２
つ
の
事
務

組
合
が
担
っ
て
き
た
。
両
組
合
の
施
設
は
と
も
に
老

朽
化
が
進
み
、
施
設
延
命
を
計
り
な
が
ら
運
営
を
し

て
き
た
が
、
一
元
化
を
決
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
の
稼
働
と
な
っ
た
。
一
元
化
さ
れ
た
こ
と
で
、

今
後
、
南
諏
衛
生
施
設
組
合
は
現
行
の
最
終
処
分
場

と
原
村
・
富
士
見
町
の
し
尿
処
理
業
務
を
行
う
。

こ
れ
か
ら
の
流
れ

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
に
あ
た
っ
て
、
諏
訪

南
行
政
事
務
組
合
議
会
に
お
い
て
は
、
大
き
く
２
点

が
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
。
１
点
は
最
終
的
に
39
億

円
余
と
な
っ
た
建
設
費
。
造
成
中
の
予
期
せ
ぬ
巨
石

や
廃
棄
物
処
理
費
増
も
あ
る
が
、
設
備
が
オ
ー
バ
ー

ス
ペ
ッ
ク
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。
２

点
目
は
今
後
の
運
転
管
理
体
制
と
そ
れ
に
伴
う
コ
ス

ト
。
今
後
2
年
間
は
3
市
町
村
の
職
員
を
配
置
し
な

が
ら
、
運
転
管
理
委
託
を
行
い
、
適
正
な
委
託
内
容

を
調
査
研
究
し
、
そ
の
後
の
方
針
を
決
定
す
る
。

事務組合

諏
訪
南
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
が
稼
働

今後の課題

　今後も清掃センター、最終処分場、火葬場や南諏衛生施設組合のし尿処理施
設など延命化を計っている施設は、近い将来、新たな計画を検討しなくてはな
らない状況にある。住民生活に欠かせない施設であるが、多額の費用負担が今
後予想される。
　ごみ減量化や分別の徹底などの取組みや生活のあり方など住民一人ひとりが
考えることが重要となる。

▲諏訪南リサイクルセンター
◀センター内部
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事 務 組 合 と は
　市町村単独では実施が難しいものや、共同で実施したほうが効率的な事業
や施設運営を行う組織です。原村に関係するものはここで紹介する5組合が
あります。原村議会からも各組合の議会に議員として参画し、また、村では
運営に必要な費用を負担しています。

〈令和 2 年度 各事務組合決算〉　単位：円

■諏訪中央病院組合 [ 原村・茅野市・諏訪市］

諏訪中央病院、老人保健施設やすら
ぎの丘、老人福祉施設ふれあいの
里、看護専門学校の運営
国県からのコロナ関連補助金、自治体繰
入金の増額等により、黒字決算となった

歳入 歳出 差引額 原村負担分

病院事業 10,407,104,824 9,998,552,526 408,552,298 67,386,000

老人保健施設 377,942,945 407,901,955 ▲29,959,010 0

老人福祉事業 440,455,292 445,396,113 ▲4,940,821 ー

看護専門学校 139,927,291 129,823,567 10,103,724 9,274,000

■諏訪南行政事務組合 [ 原村・茅野市・富士見町・諏訪市］

火葬場の管理・運営と諏訪市を除く
３市町村で組織するごみ処理施設の
管理・運営及び広域ごみ処理計画の
策定事務

歳入 歳出 差引額 原村負担分

一般会計 76,690,734 71,339,821 5,350,913 5,141,142

ごみ処理特別会計 2,406,944,131 2,070,112,699 336,831,432 84,163,000

■南諏衛生施設組合 [ 原村・富士見町］

し尿処理施設及び最終埋立処分場、
浸出水処理施設、粗大ごみ処理施設
などごみ処理施設の運営

歳入 歳出 差引額 原村負担分

一般会計 231,339,368 202,121,905 29,217,463 70,358,000

■諏訪広域連合 [ 原村・岡谷市・諏訪市・茅野市・下諏訪町・富士見町］

諏訪管内の介護保険、広域消防、救
護施設八ヶ岳寮、小児夜間救急セン
ターの運営

歳入 歳出 差引額 原村負担分

一般会計 355,174,552 313,685,804 41,488,748 1,881,363
救護施設
八ヶ岳寮特別会計 419,339,731 389,388,274 29,951,457 2,818,354

介護保険特別会計 20,460,506,174 19,765,108,386 695,397,788 116,546,768
諏訪広域消防
特別会計 2,794,741,346 2,659,312,628 135,428,718 159,933,586
ふるさと振興基金
事業特別会計 25,903,220 13,587,621 12,315,599 ー

■諏訪広域公立大学事務組合［原村・岡谷市・諏訪市・茅野市・下諏訪町・富士見町 ]

公立諏訪東京理科大学の設置・管理
令和２年度、教育研究棟（９号館）が11億
円余の建設費をかけて完成

事業名 歳入 歳出 差引額 原村負担分

一般会計 2,161,542,183 2,060,839,248 100,702,935 139,453 
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議会の傍聴に
お出かけください
次の定例会は

11月26日（金）
開会予定です

・�役場２階総務課前で受付後、
傍聴席にお越しください。
・�会期中は委員会の傍聴もでき
ます。

［ 問い合わせ］ 
議会事務局　☎0266-79-7951
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迎
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５
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活
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れ
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へ
進
ん
で
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
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世
の
中
は
コ
ロ
ナ
下
で
も
進
ん
で
い
く
と
思
う
が
、

他
の
自
然
災
害
の
発
生
に
も
留
意
が
必
要
だ
。�

（
百
瀨
記
）

編
集
後
記

議
会
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・
広
聴
特
別
委
員
会

委
員
長　
宮
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早
苗

副
委
員
長　
百
瀨　
嘉
德

委　
　
員　
森
山　
岩
光

委　
　
員　
松
下　
浩
史

委　
　
員　
平
出　
敏
廣

声を かせてください
「住民に開かれた議会」をめざし、「広聴」の機会づくりに努めます。

みなさん
の

名取　あかね さん（八ツ手）

　私は、2020年４月に横浜から原村へ引っ越して来
ました。そして、11月に八ツ手区にてケーキ屋「la�
poste」をオープンしました。
　まず、暮らしてみての印象はとにかく自然が身近
に感じられるところです。
　春夏秋冬、それぞれに八ヶ岳の表情が変化してい
くところも、とても魅力的だと思いました。
　スーパーに並んでいる野菜や果物で、常に季節感
を感じられ、何気ない日常も毎日が新しい出会いと
発見ばかりです。
　10年後、20年後もこの美しい景観と時間の流れる
原村で暮らしていければと思います。

篠原　直喜 さん（中新田）

　この自然豊かな原村で育ち、今、農業に携われて
いることに感謝しています。
　日々変化する社会情勢・気候・人の流れ、そんな
中でも、昔からある素晴らしい景色等、様々な感性
が溢れる場所であると感じています。人が守らなけ
ればいけない文化や自然、人に支えられてできる生
活や仕事。これからもここで暮らす私達や訪れる人
たちが、心惹かれる村であってほしいと願います。
　また、私自身も村の魅力を発信し、この環境を後
世に残せる一人でありたいと思います。
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